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ラ
イ
セ
ン
ス
締
結
後
、
同

大
の
学
生
が
化
粧
品
の
企
画

に
挑
戦
し
、
資
生
堂
の
「
低

エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
技
術
」
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
大
学

周
辺
地
域
の
活
性
化
も
目
標

と
す
る
、
環
境
負
荷
の
少
な

い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ハ
ン
ド

セ
ラ
ム
の
開
発
を
実
現
し
た
。

　

今
後
も
同
大
学
は
研
究
・

教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
技
術
を
活
用
し
た
化
粧

品
の
企
画
・
開
発
を
継
続
す

る
。

　

資
生
堂
は
２
０
２
０
年
３

月
に
「
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ 
Ｇ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
」
に
世
界
で
初
め
て
化

粧
品
業
界
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
と
し
て
参
画
し
た
。
今

回
が
技
術
の
許
諾
を
行
っ
た

初
め
て
の
事
例
と
な
る
。

　

同
社
で
は
、
環
境
負
荷
に

配
慮
し
た
製
品
の
研
究
に
長

年
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
球

規
模
で
の
環
境
課
題
へ
の
取

り
組
み
が
一
層
重
要
と
な
る

中
、
そ
れ
ら
の
解
決
に
グ
ロ

ー
バ
ル
で
貢
献
し
て
い
く
た

め
に
は
、
自
社
で
保
有
す
る

環
境
関
連
技
術
を
広
く
社
会

で
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
と
考
え
て
い
る
。

　

「
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ
」
は
、
２
０
１
３
年
に
世

界
知
的
所
有
権
機
関
（
Ｗ
Ｉ

Ｐ
Ｏ
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
、
環
境
関
連
技
術
に
お
け

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の

普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
国

際
的
な
枠
組
み
で
あ
り
、
２

０
２
２
年
２
月
末
時
点
で
世

界
の
１
３
０
以
上
の
法
人
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
画
し

て
い
る
。技
術
の
提
供
者
と
、

解
決
策
を
求
め
る
法
人
や
個

人
を
結
び
付
け
、
環
境
関
連

技
術
の
普
及
と
環
境
課
題
に

対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
携

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

し
て
い
る
。

　

今
回
、
東
洋
大
学
の
「
Ｓ

Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ｂ
Ｏ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｎ 

ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」

と
称
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
内
の
環
境
に
配
慮
し

た
化
粧
品
の
企
画
・
開
発
に

お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご

も
り
生
活
が
増
え
た
と
言
わ

れ
る
若
年
層
世
代
に
向
け
、

　

花
王
グ
ル
ー
プ
は
、「
未

来
の
命
を
守
る
」
企
業
と
し

て
、
社
会
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
存
在
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
考

え
を
、
社
員
個
人
や
チ
ー
ム

の
取
り
組
み
を
中
心
と
し
た

「
＃
花
王
の
ヒ
ト
」
や
、
ち

ょ
っ
と
聞
い
て
欲
し
い
花
王

ネ
タ
を
届
け
る
「
＃
ち
ょ
っ

と
補
足
で
す
が
！
」
な
ど
の

テ
ー
マ
を
通
じ
て
、
わ
か
り

や
す
く
発
信
し
て
い
く
。

　

第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
化

粧
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
、
化
粧

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

　

今
回
両
社
が
連
携
す
る「
Ｕ

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
（
ユ
ー
マ
イ
ル
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
家
庭

で
使
用
後
に
洗
浄
・
乾
燥
し

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ユ
ニ

リ
ー
バ
製
品（
ヴ
ァ
セ
リ
ン
、

ジ
フ
、
ド
メ
ス
ト
、
レ
セ
ナ
、

サ
シ
ェ
除
く
）
の
空
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
を
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
「
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
た
め
る
」、

あ
る
い
は
ユ
ニ
リ

ー
バ
の
つ
め
か
え

製
品
を
「
買
っ
て

た
め
る
」
の
２
つ

の
方
法
で
使
用
済
み
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
の
回
収
を
試
み

る
。
利
用
者
に
は
「
Ｕ
Ｍ
Ｉ

Ｌ
Ｅ
」
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
に

交
換
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団

体
に
寄
付
す
る
こ
と
も
で
き

る
。

ハ
ン
ド
セ
ラ
ム
の
企
画
・
開

発
を
行
っ
た
。

　

資
生
堂
の
「
乳
化
化
粧
品

の
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
技

術
」
を
生
産
工
程
に
活
用
す

る
だ
け
で
な
く
、
大
学
周
辺

地
域
の
活
性
化
も
目
標
に
、

同
大
学
の
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

近
く
の
群
馬
県
館
林
市
の
名

産
品
で
あ
る
ボ
イ
セ
ン
ベ
リ

ー
か
ら
抽
出
し
た
エ
キ
ス
を

配
合
し
た
。

　

開
発
品「
Ｂ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
」

は
３
月
23
日
に
行
わ
れ
た
同

大
学
の
卒
業
式
の
日
に
卒
業

生
や
大
学
関
係
者
な
ど
約
５

０
０
名
に
配
布
さ
れ
た
。
資

生
堂
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
、
今
回
の
企
画
を
推
進
し

た
東
洋
大
学 

北
脇
秀
敏
教

授
か
ら
、
技
術
知
財
部
部
長

の
木
村
友
彦
氏
へ
開
発
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

資
生
堂
は
「
乳
化
化
粧
品

の
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
技

術
」「
濃
縮
化
に
よ
り
、製
造
・

運
搬
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

負
荷
を
低
減
す
る
技
術
」「
優

れ
た
洗
浄
力
と
す
す
ぎ
時
の

節
水
の
両
立
を
図
る
技
術
」

な
ど
特
許
権
11
件
（
２
０
２

２
年
３
月
時
点
）
を
「
Ｗ
Ｉ

Ｐ
Ｏ 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
、
許
諾

可
能
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
は
、
渇
水

や
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因

の
１
つ
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出

と
い
っ
た
、
環
境
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
に
貢
献

す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
環

境
課
題
解
決
に
向
け
、
社
会

へ
の
貢
献
性
の
高
い
技
術
を

積
極
的
に
「
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ 

Ｇ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
登
録
し
て
い
く
。

　

資
生
堂
は
、「
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載
し
て
い
る
環
境
負
荷
低
減
技

術
を
、
東
洋
大
学
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ 
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

Ｓ
ｔ
ｕ

ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
に
許
諾
し
た
。

資生堂 環
境
負
荷
低
減
技
術
を
東
洋
大
学
に
使
用
許
諾

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
に
向
け
、

自
社
技
術
の
外
部
活
用
を
幅
広
く
推
進

　

日
本
は
１
人
当
た
り
の
使

い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

量
が
米
国
に
次
い
で
世
界
２

位
だ
が
、
日
本
の
日
用
品
に

お
い
て
は
、
飲
料
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
と
は
異
な
り
、
使
用
済

み
容
器
を
素
材
別
に
分
別
回

収
す
る
仕
組
み
が
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
多
く
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
が
再
び
容
器
か

ら
容
器
へ
と
リ
サ
イ
ク
ル
さ

東
急
電
鉄
と
プ
ラ
容
器
リ
サ
イ
ク
ル
で
実
証
実
験
を
開
始

ユニリーバ
　

ユ
ニ
リ
ー
バ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
東
急
電
鉄
の
協
力
の
も
と
、
３
月
28
日

か
ら
田
園
都
市
線
南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅
に
て
、
ユ
ニ
リ
ー
バ

製
品
の
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
・
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
実
証
実
験
を
開
始
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
空
容
器
は
、

再
生
工
場
に
て
処
理
・
加
工

し
、
エ
コ
グ
ッ
ズ
な
ど
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
。同
時
に
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を
再
び

容
器
へ
と
戻
す
「
ボ
ト
ル 

to 

ボ
ト
ル
」（
水
平
リ
サ
イ

ク
ル
）
に
向
け
た
検
討
も
進

め
て
い
く
。

品
ボ
ト
ル
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
本
当
の
キ
レ
イ
を
考
え
て

い
く
。
化
粧
品
事
業
部
門 

商
品
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー
の

大
塚
由
喜
男
氏
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
応
じ
、
ボ
ト
ル
容
器

か
ら
ボ
ト
ル
容
器
へ
の
「
水

平
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
取
り
組

み
の
概
要
や
そ
こ
に
か
け
る

想
い
な
ど
を
語
っ
て
い
る
。

　

花
王
は
３
月
14
日
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
に
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
伝
え
き
れ

な
か
っ
た
商
品
開
発
の
裏
側
や
社
員
の
熱
い
想
い
な

ど
、
大
切
に
し
て
い
る
志
や
想
い
を
多
く
の
人
々
に

届
け
て
い
く
。

ＳＮＳ「ｎｏｔｅ」に
公式アカウントを開設

大切にしている志や想いを発信

花 王


